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１．18年９月中間期の連結業績(平成18年４月１日～平成18年９月30日）

（１）連結経営成績

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

百万円 ％ 円 銭 円 銭

(注) 1．持分法投資損益　18年9月中間期 89,491百万円   17年9月中間期 70,642百万円   18年3月期 164,366百万円
     2．期中平均株式数(連結) 18年9月中間期 3,220,116,379株   17年9月中間期 3,257,622,639株   18年3月期 3,253,450,041株
     3．売上高､営業利益､税金等調整前中間(当期)純利益､中間(当期)純利益における（　）内の数値は､対前年中間期増減率

（２）連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

(注) 期末発行済株式数(連結)　18年9月中間期 3,216,076,050株   17年9月中間期 3,252,699,944株   18年3月期 3,241,757,467株

（３）連結キャッシュ･フローの状況

百万円 百万円 百万円 百万円

△

△

△

（４）連結範囲および持分法の適用に関する事項

社 社 社

（５）連結範囲および持分法の適用の異動状況

社 岩手トヨタ自動車㈱、福島トヨタ自動車㈱　ほか
社 トヨタ モーター ノース アメリカ㈱　ほか

社 広州トヨタ自動車㈲
社 福島トヨタ自動車㈱

２．19年３月期の連結業績予想(平成18年４月１日～平成19年３月31日)

百万円 百万円 百万円 百万円

(参考) 基本１株当たり予想当期純利益（通期） 481円95銭

13
8

1
1（ 減 少 ）

（ 新 規 ）
（ 減 少 ）

（ 新 規 ）持分法

連 結

36.9

1,569,387

1,695,897

1,906,381

期 末 残 高

63

現金及び現金同等物

3,257

489,964

876,911

217

キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

470,8701,721,174

1,650,783

56関 連 会 社 数 持分法適用会社数

175

62

1株当たり純資産

62

3,375,500

キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー
財 務 活 動 に よ る

36.8

投 資 活 動 に よ る

421 421

自 己 資本比率

36.6 3,41810,994,535

241

10175

25

2,087,360

13

希 薄 化 後 1 株 当 た り

18年 9月中間期 11,471,889 (  15.3)

17年 9月中間期 570,520

777,21618年 9月中間期

(△ 2.3)

(　36.2) 36

(△ 6.6)

基 本 １ 株 当 た り
中 間 （ 当 期 ） 純 利 益

241

18 年 3 月 期

30,047,847

純 資 産総 資 産

761,372,180

912,979

10,560,449

9,692,765

キ ャ ッ シ ュ ･ フ ロ ー

18 年 3 月 期 21,036,909

中間（当期）純利益

17年9月中間期 26,257,592

18 年 3 月 期

営 業 活 動 に よ る

28,731,595

18年 9月中間期

18年9月中間期

528

1,570,993

17年 9月中間期

連 結 子 会 社 数

1,339,458

2,515,48018 年 3 月 期

17年9月中間期

売 上 高

(  10.3)

問 合 せ 先 責 任 者

米 国 会 計 基 準 採 用 の 有 無

1,093,425

取締役社長 渡 辺 捷 昭

9,953,160

経 理 部 長

中 間 決 算 取 締 役 会 開 催 日

上 場 会 社 名

コ ー ド 番 号

 平成19年３月期   中間決算短信(連結・米国会計基準)

佐々木卓夫

(△ 6.3)

税 金 等 調 整 前
中 間 ( 当 期 ) 純 利 益

平成18年11月７日

全国証券取引所

代 表 者

愛 知 県

（百万円未満四捨五入）

中 間 （ 当 期 ） 純 利 益

上 場 取 引 所

(　36.2)(　35.1)

営 業 利 益

1,166,134

855,997

本社所在都道府県

809,491

1,878,342

売　　 上　　　高 営　 業 　利 　益
税 金 等 調 整 前

当　期　純　利　益
当 期 純 利 益

1,550,000通    期 23,200,000 2,200,000 2,300,000



７２０３

TEL(0565)28-2121
平成１８年１１月 ７ 日(火)
平成１８年１１月２７日(月)

１．18年９月中間期の業績(平成18年４月１日～平成18年９月30日）

（１）経営成績

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

百万円 ％ 　 円 銭

株
株
株

2.売上高、営業利益、経常利益、中間(当期)純利益における（  ）内の数値は、対前年中間期増減率

（２）配当状況

円 銭

円 銭

（３）財政状態

百万円 百万円 円 銭

株
株
株
株
株
株

3.平成１７年９月中間期及び平成１８年３月期の純資産、自己資本比率、１株当たり純資産には、従来の株主資本、株主資本比率、
  １株当たり株主資本を記載しています。

２．19年３月期の業績予想(平成18年４月１日～平成19年３月31日）

百万円 百万円 百万円 百万円

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 320円25銭 

1,030,000

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益

11,400,000 1,130,000 1,520,000

愛 知 県

有

3,220,247,797

本 社 所 在 都 道 府 県

416,610

(  86.8)

(百万円未満切捨て)

847,998 1,104,781

中間配当制度の有無

778,277(  91.8)

(△24.1)

有(1単元 100株)単元株制度採用の有無

経 常 利 益営 業 利 益

(△ 5.8)297,657

571,015

17年9月中間期

18年9月中間期

17年9月中間期

中 間 配 当 支 払 開 始 日

18 年 3 月 期

売 上 高

5,470,326

4,664,015 (   4.6)

18年9月中間期

通 期

50

中 間 配 当 金

18 年 3 月 期

00

17年9月中間期

18 年 3 月 期

2.期末自己株式数

総 資 産

(  17.3)

10,191,838

中 間 ( 当 期 ) 純 利 益

525,851 (  85.4)

6,686,895

中間決算取締役会開催日

コ ー ド 番 号

代 表 者 渡 辺 捷 昭取 締 役 社 長
問 合 せ 先 責 任 者 佐々木 卓夫

  (URL  http://www.toyota.co.jp )

経 理 部 長

平成１９年３月期 個別中間財務諸表の概要

上 場 会 社 名 上 場 取 引 所

平成１８年１１月７日

全国証券取引所

163

87

中 間 ( 当 期 ) 純 利 益

29

１ 株 当 た り

08

1株当たり純資産

6,269,166 68.3

6,844,262 2,128
 ％

純 資 産 自 己 資 本 比 率

3,216,207,250
１７年９月中間期
１８年９月中間期

05

1,927 37

69.3

3,252,699,944

2,062 51

3,253,450,041

235 20

3,257,622,639

67.59,909,010

9,872,085

9,184,453

１ ８ 年 ３ 月 期 3,241,757,467

368,240,025１ ８ 年 ３ 月 期

393,790,242
１７年９月中間期 357,297,548

１８年９月中間期

90 00

(注)

18年9月中間期

17年9月中間期

18 年 3 月 期

1.期末発行済株式数

283,675

１８年９月中間期(注)

35 00

１ 株 当 た り

18年9月中間期

年 間 配 当 金

(   7.6)

1.期中平均株式数
１７年９月中間期
１ ８ 年 ３ 月 期

１ 株 当 た り

765,961



【注意事項】

  ・主要市場における経済情勢および需要ならびに競争状況等の変動
  ・為替相場の変動（主に円/米ドル相場、円/ユーロ相場）
  ・原価低減や設備投資を計画通り実施する当社の能力

    財務状況に影響を与える各種法律、規制
  ・主要市場における政治情勢
  ・適宜、新製品を開発し市場へ投入する当社の能力
  ・その他当社が事業活動を行う上での様々な障害

当期の連結業績予想および業績予想に記載されている各数値は、当社が現在入手している情報を
基礎とした判断および仮定に基づいており、判断や仮定に内在する不確定性および今後の事業運営や
内外の状況変化等による変動可能性に照らし、将来における当社の実際の業績と大きく異なる可能性が

米国証券取引委員会に提出された年次報告書（フォーム20-Ｆ）をご参照ください。

なお、上記の不確定性および変動可能性を有する要素は多数あり、以下のようなものが含まれます。

以上の不確実性および変動要素全般に関する詳細については、当社の有価証券報告書または

  ・当社の主要市場における貿易、環境保全、自動車排ガス、燃費効率、安全性等当社の事業や

あります。




